
子どもの姿と支え方 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 
                                                              

 速度や音色の変化と、表している様子のかか
わりや面白さが体感できるように、ふさわしい
楽器に導いたり、音に集中して合奏練習できる
場を設定したりする。 
 

Challenge（第３時） 

第２学年星組 レッツゴー２星バンド  - 音色って何色？‐ 

                         指導者 松井 見磨 

題材目標 

○ 楽器の音色と演奏の仕方とのかかわりについて気付き、思いに合った表現をするた

めに必要な、音色に気を付けて楽器を演奏する技能を身に付ける。 

○ 聴き取ったことと感じ取ったこととのかかわりについて考え、曲全体を味わって聴

いたり、曲の気分に合った音色を工夫し、どのように表すかについて思いを持ったり

している。 

○ 打楽器の音色やリズムに興味を持ち、仲間と音を音楽にしていく過程を楽しもうと

している。 

今の子どもの姿 
本学級の子どもは、音楽との一体感を味わうことが大好きで、休み時間にもお気に

入りの楽器で、いろいろな音を試したり仲間と合わせたりすることを楽しむ様子が見
られる。前題材「音のせかいに耳をすまそう」では、身の回りにある多様な音に興味・
関心を広げながら、その音のよさや面白さを感じ取り、自分の表現に生かそうとする
姿や、仲間の音を大切に聴き味わう姿が見え始めた。 
一見すると、音楽室にある打楽器に魅了され、思いのまま鳴らしているように見え

るが、一方でその音色が自己主張の強い音と感じる子もいれば、加わって一緒にバッ
テリー奏を始める子どももいる。共に音を合わせて“音楽する”活動を積み重ねてい
くことで、楽器の音色と演奏の仕方とのかかわりについて気付き、無自覚の音を思い
を持った音楽にしていく過程を楽しんでいくことを期待している。 

題材構想の意義 

本題材では、自分の楽器と仲間の楽器の音色を比べたり、音を重ねたりすることで新しい
音色が生まれることを通して、子どもが音を合わせる楽しさを味わい、主体的に音楽とかか
わろうとすることをねらいとしている。 
合奏曲として選曲した「ぷっかりくじら」「汽車は走る」は、リズムや速度の変化から、自

分が想像した音楽のイメージと演奏をつなげやすく、「こんな風に演奏したい」という思い
を十分に引き出しながら表現できる曲である。鍵盤ハーモニカによる付点のリズムが特徴的
な主旋律と、手の形を変えずに演奏することができる副次的な旋律を選択するだけでなく、
息の強さによって音色を工夫しながら、仲間との音色の重なりを楽しむことができる。  
音楽づくりでは、子どもにとって身近で音色の違いが聴き取りやすい打楽器を扱う。自ら

もったイメージを根拠に、仲間と多様な表現方法を試したり聴き合ったりしながら、楽器の
音色のよさや面白さを感じてほしい。また、イメージの組み立て直しや、つくりかえていく
意図的な活動を設定することで、さらなる音色への探究が始まると考えている。 
自分たちの表現をつくりかえながら、没頭して“音楽する”、すなわち、子ども自身が音

楽と向き合い、音を音楽にしていく過程こそ、楽しさや手応えとともに、より深く“音の記
憶”として子ども自身に沁み込んでいくと考え、本題材を構成した。 

第１時：心地よい音色って何だろう？ 

 
 
 

第２時：様子を音楽で表わそう。 

第７・８時： プログラムを 

仕上げよう。 

 思いを持った音楽の実現に向けて、音そのも
のを感じ取らせるだけでなく、なぜそのような
音になるのかなど、知覚したことと感受したこ
とについて一緒に整理する。 
 

Choice（第２時） 

 思いを持った音楽をイメージしながら“音楽する”楽しさや手応えを感じ
たり、自分自身の音楽の世界を広げたりして、自ら音楽とかかわっていこう
とする姿。 

「学びに向かう力」が涵養されている姿 

第４・５時：楽器の音の組合せを楽しもう。 
 

第３時：どんな歌い方や吹き方が合うかな？ 

Collaboration（第４～６時） 

 自分たちが表現したい音色や音の重なりを試したり、互いの思
いや表現のよさを認め合ったりできるように、共につくりあげる
楽しさや手応えを感じられる場面を創り出す。 

第６時（本時）：どんな音色で伝えたいかな。 

 新たな音楽とつながろうとする意識を高められるように、
これまで積み重ねてきた“音の記憶”を見詰めたり、学びを
自覚したりできるように音と共に振り返る。 

Check（第１・９時） 

多様な考えや仲間の表現から、新たな気付きを実感
したり、自分なりに価値付けた音楽を見詰め直したり
できるように、思考・判断のよりどころとなる要素を
「音色」に絞り、焦点化を図る。 

Critical Thinking（第６時） 

全９時間（ビルドタイプ×スパイラル型） 

 
出合い 

 
追究 

 
振り返り 

第９時： コンサート
を楽しもう。 

 

伝えたい思いや、目指す音楽のイメージを共有しな
がら、曲想に合った表現を工夫できるように、その過
程で生まれる新しい気付きや変容を丁寧に見取る。 

Creativity（第７・８時） 



 

 

 

 

 
 

場面 題材の評価規準【●】 

  ● 楽器の音色やリズムに興味を持ち、音楽活動を楽

しみながら、主体的・協働的に取り組み、いろいろ

な打楽器に親しむ。 

【主体的に学習に取り組む態度】 

  ● 打楽器の音の特徴について、それらが生み出す面 

白さなどとかかわらせて気付いている。              

【知識・技能】 

● 音色やリズムを聴き取り、それらの働きが生み出

すよさや面白さ、美しさを感じ取りながら、聴き取

ったことと感じ取ったこととのかかわりについて

考え、曲の楽しさを見出している。           

【思考・判断・表現】 

●  楽器の音色を工夫し、曲全体を味わって聴いた

り、どのように表すかについて思いを持ったりす

る。  

         【思考・判断・表現】 

  ● 思いに合った表現をするために必要な音色に気

を付けて、互いの楽器の音や伴奏を聴いて音を合わ

せて演奏する技能を身に付けている。 

【知識・技能】 

● 多様な考えや表現から、新たな感動や気付きを実 

感したり、これからの自分の音楽に生かそうとした

りしている。    

【主体的に学習に取り組む態度】 

学習活動 １ 今月の歌を歌う。 
（常時活動） 

２ つなげたリズムを
を演奏する。 

３ イメージが伝わる
楽器の音色を探る。 

４ 本時の振り返り
をする。 

予想される

子どもの 

意識の流れ 

 

・どんな歌声で歌おう

かな。 

 

・声や手拍子がそろう

と気持ちがいいね。 

 

・明るくはっきりとし

た音で、手拍子して

みようかな。 

 

・友達とリズムを合わ

せてみたらどうなる

だろう。 

 

 

 

・リズム打ちは、ばっち

りだよ。 

 

・つなげ方が変わると、

感じが変わるね。 

 

・休符のあるリズムは、

難しいな。 

 

・お話しするようなつな

げ方ができたよ。みん

なに聴いてほしいな。 

 

 

・○○色のイメージは、

柔らかい感じかな。 

 

・同じ色でも、感じ方が

全然違うんだね。どん

な音色にしようかな。 

 

・キラキラ輝いている感

じの音を探してみよ

う。 

・始めに演奏した音楽

が、音色の工夫で変身

したよ。 

 

 

・同じ楽器でも、鳴ら

し方を変えるとい

ろいろな音色がつ

くれるね。 

・音色を工夫すると、

お気に入りの音楽

が見付かったよ。 

・もっとリズムや楽

器を変えて挑戦し

てみたいな。 

・合奏にもこの技を

使ってみたいな。 

指導（○）

と 

評価（●） 

◯ 授業の雰囲気をつ

くりながら、仲間の

音を意識するように

促す。 

 

◯ 前時を振り返りな

がら、曲の気分を想

像して表現する気持

ちを高めていく。 

 

◯ 音楽的な根拠を持って音色を工夫したり、共通

の視点を持って試行錯誤したりできるように、条

件を設定する。        「音色」「強弱」 

◯ イメージの組み立て直しや、つくりかえていく

意図的な場面を設定することで、音色を意識して

表現したり、仲間とじっくり試し合ったりできる

ようにする。 

◯  出来上がってき

た音楽を互いに聴

き合うことにより、

変容を確かめなが

ら本時の振り返り

につなげる。 

 

 

本時の授業（６／９） 
１ 日 時  令和６年 11 月 28 日(木) 10:30～11:15   
２ 場 所  第２音楽室 
３ 目 標  打楽器の音色の特徴を生かして、イメージに合う表現

について思いを持つことができる。 

○ イメージを根拠に試行錯誤し、音色のよさや面白さを感じながら、思いに合っ
た表現をしようとする姿。  

○ 進んで音楽にかかわり、音楽づくりする楽しさや手応えを感じながら、仲間と
音楽でつながろうとする姿。 

本時における「学びに向かう力」が涵養されている姿 

Critical Thinking 

出
合
い 

追 

究 

振
り
返
り 

どんな音色で伝えたいかな？ 
 

 

● どのように音色を選んだりつなげたりして表現するかについて、思いを 

持つことができたか。            【様態・ワークシート】 


